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石石
狩狩
平平
野野
のの
中中
央央
にに
位位
置置
すす

るる
江江
別別
市市
はは
、、
最最
もも
高高
いい
所所
でで

もも
標標
高高
九九
十十
三三
㍍㍍
とと
、、
起起
伏伏
がが

少少
なな
くく
なな
だだ
らら
かか
なな
地地
形形
がが
特特

徴徴
でで
すす
。。
総総
面面
積積
はは
一一
八八
七七
・・

五五
七七
平平
方方
㌔㌔
㍍㍍
、、
人人
口口
十十
二二
万万

四四
千千
百百
八八
十十
五五
人人
（（
平平
成成
十十
六六

年年
一一
月月
一一
日日
現現
在在
））のの
街街
でで
すす
。。

市市
のの
花花
はは
、、
永永
久久
のの「「
平平
和和
」」

とと
「「
繁繁
栄栄
」」
をを
象象
徴徴
すす
るる
キキ

クク
。。
花花
ここ
とと
ばば
「「
誠誠
実実
」」「「
信信

用用
」」
をを
もも
っっ
てて
市市
民民
憲憲
章章
のの
定定

めめ
るる
指指
標標
がが
達達
成成
ささ
れれ
るる
ここ
とと

をを
誓誓
いい
、、
制制
定定
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
市市
民民
憲憲
章章
にに
うう
たた
わわ

れれ
るる
健健
康康
でで
楽楽
しし
いい
家家
庭庭
をを
築築

きき
、、
風風
雪雪
にに
耐耐
ええ
たた
くく
まま
しし
くく

前前
進進
すす
るる
江江
別別
市市
民民
でで
ああ
るる
ここ

とと
をを
願願
いい
、、「「
安安
全全
」」「「
慎慎
重重
」」

「「
忍忍
耐耐
」」
をを
象象
徴徴
すす
るる
ナナ
ナナ
カカ

ママ
ドド
がが
、、
市市
のの

木木
にに
制制
定定
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。

江江
別別
のの
風風
景景
をを
温温
かか
くく
彩彩
るる
れれ

んん
がが
。。
市市
内内
をを
歩歩
くく
とと
、、
古古
いい
家家

やや
蔵蔵
、、
近近
代代
的的
なな
公公
共共
施施
設設
やや
電電

話話
ボボ
ッッ
クク
スス
、、
ババ
スス
待待
合合
所所
なな
どど
、、

れれ
んん
がが
をを
使使
っっ
たた
建建
物物
をを
たた
くく
ささ

んん
見見
掛掛
けけ
まま
すす
。。

江江
別別
でで
れれ
んん
がが
のの
製製
造造
がが
始始
まま

っっ
たた
のの
はは
明明
治治
二二
十十
四四
年年
。。
野野
幌幌

市市
街街
地地
周周
辺辺
にに
、、
おお
よよ
そそ
二二
㍍㍍
のの

厚厚
ささ
でで
堆堆
積積
しし
てて
いい
るる
とと
いい
わわ
れれ

るる
元元
野野
幌幌
粘粘
土土
層層
がが
、、
野野
幌幌
れれ
んん

がが
のの
原原
料料
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
ここ
のの

よよ
うう
にに
原原
料料
にに
恵恵
まま
れれ
、、
大大
需需
要要

地地
札札
幌幌
をを
控控
ええ
てて
いい
るる
なな
どど
のの
好好

条条
件件
もも
ああ
っっ
てて
、、
次次
々々
とと
れれ
んん
がが

工工
場場
がが
設設
立立
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
現現
在在

でで
もも
、、
三三
つつ
のの
れれ
んん
がが
工工
場場
がが
操操

業業
をを
続続
けけ
てて
いい
てて
、、
江江
別別
市市
はは
道道

内内
でで
はは
唯唯
一一
、、
全全
国国
でで
もも
一一
、、
二二

をを
競競
うう
屈屈
指指
のの
れれ
んん
がが
生生
産産
地地
とと

しし
てて
知知
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

西西
野野
幌幌
にに
ああ
るる
江江
別別
市市
セセ
ララ
ミミ

ッッ
クク
アア
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー
はは
、、「「
れれ

んん
がが
とと
やや
きき
もも
のの
」」
をを
テテ
ーー
ママ
にに
、、

見見
るる
ここ
とと
・・
つつ
くく
るる
ここ
とと
をを
通通
しし

てて
江江
別別
にに
焼焼
きき
物物
文文
化化
をを
はは
ぐぐ
くく

もも
うう
とと
つつ
くく
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
館館
内内

でで
はは
、、
北北
のの
やや
きき
もも
のの
展展
示示
室室
やや

れれ
んん
がが
資資
料料
展展
示示
室室
なな
どど
でで
のの
常常

設設
展展
やや
企企
画画
展展
のの
ほほ
かか
、、
レレ
ンン
タタ

ルル
工工
房房
やや
陶陶
芸芸
教教
室室
、、
陶陶
芸芸
体体
験験

もも
行行
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

〇
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（
常
設
展
示
は
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
５
時
、
入
場
は
午
後
４
時
３０
分

ま
で
。
ま
た
午
後
６
時
以
降
の
教
室

利
用
は
要
予
約
）

〇
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

（
そ
の
日
が
土
・
日
の
場
合
は
、
火

曜
日
）、
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日

〇
常
設
展
示
観
覧
料
金

高
校
生
以

上
３００
円
、
小
・
中
学
生
１５０
円

〇
公
共
交
通
機
関

ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
バ
ス（
野
幌
運
動
公
園

線
）
新
札
幌
駅
〜
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
下
車

①陶芸体験 初心者を対象に粘土５００gを使い、
手びねりまたは板づくりで制作します。作品

くすり

は、センターで乾燥・釉掛け・焼成し、後日
お渡しします。

②絵付け体験 素焼きの作品に絵付けします。
◇日 時 ２月１５日～３月２８日の日曜午前１０

時～正午
◇対 象 小学生以上（小学校低学年は保護

者同伴）。毎回①②合計で３０人
◇受講料 ①は５００円、②は８００円（材料費含む）

◇申込方法 参
加希望日の１週
間前から、電話
または直接セン
ターへ（先着順）

江
別
市
と
北
広
島
市
は
、
厚
別
区
の
お
隣
さ
ん
。
平
成
六
年
か
ら
、
区
民
ま
つ
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
森
林
浴
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
三
市
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
を
よ
く
知
る
こ
と
は
、
交
流
を
よ
り
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
月
は
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
江
別
市
と
北
広
島
市
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

れ
ん
が
と
や
き
も
の
の
ま
ち

江
別
市
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー

概

要

江
別
市
西
野
幌
１１４
番
地
５

��（（
３３８８５５
））１１
００
００
４４

日曜陶芸体験・絵付け教室に
皆さんも参加してみませんか

上）ガラス工芸館（旧石田邸）
中）北のやきもの展示室（セラ
ミックアートセンター）

下）れんが資料展示室（セラミ
ックアートセンター）

江 別 市
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